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近鉄グループホールディングス株式会社は、沿線の重要観光地である伊勢志摩エリアの志摩地域におい

て、今年秋から観光地型ＭaaS（Ｍobility as a Service）、「志摩ＭaaS」の実証実験に取り組みます。 

また、志摩市との間で「志摩ＭaaS に係る連携協定」を締結し、両者が連携して事業推進を図るととも

に、「志摩ＭaaS」に参画する交通・観光事業者、三重県、学識経験者などにより構成する「志摩ＭaaS 協

議会」を立ち上げ、地域一体となって「志摩ＭaaS」構築を目指します。 

 

今回取り組む「志摩ＭaaS」の実証実験では、志摩地域の近鉄の特急停車駅（鵜方駅・賢島駅）と周辺観

光地を結ぶ、タクシー、バス、英虞湾舟運などの二次交通の利便性向上を図るとともに、新たな着地の観光

体験やイベントを組み込んだ着地型旅行商品を造成し、志摩地域の観光地としての魅力向上を目指します。 

近鉄や二次交通の乗車券類のほか着地型旅行商品の「検索、予約、決済」など一連のお客さまの購買アク

ションのシームレス化を図るための MaaSアプリを開発し、志摩地域に関する観光商品が、近鉄沿線エリア

（駅）だけでなく、全国・全世界どこでも簡単にＭaaS アプリを通じて購入できる仕組みを提供します。 

実証実験は本年度中に、秋と冬の２回に分けて実施します。1 回目（秋）では、タクシー、バス、英虞湾

舟運など二次交通のオンデマンドのサービス提供を行い、需要や運営上の課題を研究します。 

また、2 回目（冬）では、ＭaaSに関する一連のシステム（検索、予約、決済）の開発とその運用実験を

行うとともに、鉄道でのデジタルフリーパスや着地型旅行商品のサービス提供を行います。 

 

本年度の実証実験の結果をもとに、伊勢志摩（伊勢、鳥羽、志摩）エリア全体での観光地型ＭaaSの提供

を検討するとともに、将来的には、近鉄沿線の奈良大和路をはじめとする他の観光地についても導入を検討

します。 

 

今後、２０２５年には大阪・関西万博が開催されるほか、同時期に大阪では統合型リゾート（ＩＲ）の誘

致を進めており、２０２７年にはリニア中央新幹線の東京・名古屋間開業も予定されています。これらのチ

ャンスを捉え、国内外からのお客さまを伊勢志摩へ呼び込むべく、「志摩ＭaaS」の推進などを通じて、伊勢

志摩の観光地としての魅力向上に努めます。 

 

なお、今回の実証実験については、本年６月１８日、国土交通省がＭａａＳ等新たなモビリティサービス

の推進を支援する「新モビリティサービス推進事業」の「先行モデル事業」に選定されました。 

「志摩 MaaS」の実証実験や「志摩ＭaaSに係る連携協定」などについての詳細は別紙のとおりです。 

 
  

 

 

近鉄グループが観光地型ＭａａＳの推進に向けた取り組みを開始します 

～伊勢志摩エリアの志摩地域において、「志摩ＭaaS」の実証実験を実施します～ 

２０１９年６月２５日 

近鉄グループホールディングス株式会社 

                    志摩市

                

≪観光地型ＭaaSの推進および、「志摩ＭaaS」の実証実験に関するお問い合わせ≫ 

近鉄グループホールディングス株式会社 総合企画部 課長 吉野 電話：06-6775-364５  

≪「志摩ＭaaS に係る連携協定」、「志摩ＭaaS協議会」に関するお問い合わせ≫ 

志摩市 産業振興部 観光商工課 鈴木・森本  電話：0５９９-44-0005 

本資料配付先：鳥羽志摩記者クラブ、三重県政記者クラブ、東海交通研究会、近畿電鉄記者クラブ、青灯クラブ、国土交通記者会 
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別紙 

１．「志摩ＭaaS」の実証実験について 

（１）主体者   近鉄グループホールディングス株式会社 

（２）実施期間  １回目 ２０１９年 10 月～11 月 （2 カ月間） 

2 回目 ２０２０年１月～３月   （2カ月間） 

（３）実験参加者 近鉄グループホールディングス㈱ 

         近畿日本鉄道㈱ 

三重交通㈱ 

志摩マリンレジャー㈱ 

三重近鉄タクシー㈱ 

㈱近鉄・都ホテルズ 

近鉄レジャーサービス㈱ 

ＫＮＴ－ＣＴホールディングス㈱（㈱近畿日本ツーリスト中部、クラブツーリズム㈱） 

㈲和栄タクシー（予定） 

（４）主な実験内容 

①ＭａａＳ環境およびアプリの構築 

・ＭａａＳアプリの検索機能による対象交通手段の連携と、検索・予約・決済機能のアプリ実証 

・定額制（デジタルフリーパスの商品組成）など料金体系に関する実証 

・着地型旅行商品の造成 

②新型輸送サービス（オンデマンド交通）の実証実験 

・デマンドバス、デマンド（相乗り）タクシー、デマンド英虞湾マリンタクシーのサービ 

ス提供と、オンデマンド運行システムの実証 

③実証実験の結果から今後の実用化に向けた検討や推進体制の構築 

（５）その他  

    詳細については参考資料をご参照ください。 

 

２．「志摩ＭaaS 協議会」について 

  志摩市が計画する「志摩市地域公共交通網形成計画」に基づき近鉄グループと連携して MaaS 

構築を目指すことを目的として立ち上げた協議会。 

（構成員）志摩市、三重県、一般社団法人志摩市観光協会、公益社団法人伊勢志摩観光コンベ 

ンション機構、近鉄グループホールディングス㈱、近畿日本鉄道㈱、三重交通㈱ 

志摩マリンレジャー㈱、三重近鉄タクシー㈱、㈱近鉄・都ホテルズ 

 

３．「志摩ＭaaS に係る連携協定」について 

  「志摩市地域公共交通網形成計画」に基づく MaaS 構築を目指すため、相互に連携協力するこ   

とを目的として、志摩市と近鉄グループホールディングス㈱が締結。 

 
 

 以上 



参考資料１

MaaSにおける検索・予約・決済の流れ（シームレス化）　【イメージ】

（検索） （予約・販売） （決済）

①”デジタルフリーパス”の販売/購入

購入および予約内容の決済

現在地→目的地を検索 複数ルートを表示

②選択したルートの交通手段や観光施設を予約

MaaSアプリケーションとプラットフォームの関係

　〇利用者がスマートフォンで操作するアプリケーション   〇MaaSに必要な情報のやり取りや記録のための共通基盤

〇各種ｻｰﾋﾞｽはAPI連携により利用可能

※API連携とは：ソフトウェアを一部もしくは全部公開して他のソフトウェアと機能を共有することで外部システムとの連携や、システム機能の拡張を図ること。

　　　　　　 API連携することでそれぞれのサービスを独自で開発する必要がなくなり、様々なソフトウェアの連携により利用者は多様なサービスが利用可能となります。

API連携

MaaS 

アプリケーション

プラットフォーム

（データ基盤）API連携

経路検索

サービス

決済

サービス

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通

サービス

地図

サービス



参考資料２

【今年度の実証実験における参加事業者およびサービス案】

●志摩マリンレジャー

➢英虞湾舟運事業の観光化

・デマンド英虞湾マリンタクシーのデマンド運行を実施

・賢島港、ホテル桟橋、浜島、志摩自然学校、和具、御座等を結ぶ航路

●三重近鉄タクシー・和栄タクシー（予定）
➢デマンドタクシー（相乗り）の運行

・デマンドタクシー（相乗り）による他の交通機関との連絡改善

●三重交通
➢現路線をベースとした、デマンドバスの運行

・横山展望台～鵜方、大王崎～桐垣展望台（ともやま公園）等の新規ルート開発

●近鉄・都ホテルズ
（近鉄レジャーサービスを含む　　　志摩観光ホテル等　3ホテル・旅館）

➢ホテル巡回バスの運行による結節点駅への輸送

・現状の送迎バスを有効活用した鵜方駅での他の交通への接続

●近畿日本鉄道（近鉄レジャーサービスを含む）
➢デジタルフリーパスのＭaaSへの取り込み

・今年度では、鉄道企画乗車券「まわりゃんせ」の一部をデジタル化（特急券の発売・座席指定は除く）

●ＫＮＴ－ＣＴホールディングス
➢クラブツーリズムが開発着手している「着地型商品」のＭaaSへの取り込み

・ゲートウエイ（セントレア、名古屋駅）と伊勢志摩との広域エリア商品のデジタル化

➢近畿日本ツーリスト中部が開発している着地でのイベントや体験に注目した商品の造成

・志摩地域での商材と、鉄道を含むＭａａＳとを組み合わせた商品のデジタル化
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志摩MaaSにおける各機関の接続（路線）イメージ図

参考資料３

(志摩市全域)



参考資料４

志摩地区　２０１９年度・ＭaaＳ実証実験に向けたスケジュール(概要）

2018年度 2019年 2020年

４月 ５月 6月 7月～９月 10月～12月 1月～３月 ４月～

ＭaaＳ構想構築

●構想は、実証実験結果・システム構築進捗等を反映し、順次検討を深化

実証実験開始

●参加事業者の提供サービス、実証計画を検討し、実証実験を実施。実施後、分析評価を行い、「事業報告書」取り纏め。

２０１９年度　新モビリティサービス

推進事業の支援

　

エリア行政関係

概念整理、事業化構想、実証計画の策定
次年度計画

（実証実験を含む）実施

提供サービス決定、実装ターゲット層・項目策定、実証計
画策定

実証（１回目）

バス・タクシー・船

実証（２回目）準備、

システム調整

【実証結果分析評価】

アンケート・事業者意見・

取得データ等分析

実証目的に対する
総括事業報告書作成

5/29

選定申請書提出
6/18

選定結果の通知

構想に沿った「実証実験」結果を反映し微修正 次年度計画・展開計画策定

実証準備（ＰＲ・参加者募集・提供サービス

詳細構築・体制構築）、システム構築

実証実験（１回目）

バス・タクシー・船
実証実験（１回目）

結果分析・評価 【実証実験結果分析評価】

アンケート・事業者意見

取得データ等分析

実証目的に対する

事業報告書作成

実証実験（２回目）

１回目＋鉄道＋

旅行商品

4/18 

要綱公表

3/10  

事業の完了

近鉄グループとの定期的な情報・意見交換会、進捗の報告会等実施

6/25

【志摩ＭａａＳ協議会】設立

【志摩市・近鉄ＧＨＤ連携協定】締結


